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雛循環器・腎臓内科
○循環器・腎臓内科の現状と今後の展望
　　2005年度は札幌医科大学・第二内科からの出張医師（田中希尚医師）に加え、春原伸行医師を迎え入れ、5
　人体制で診療にあたりました。2006年度は出張医師が小林広学医師に交替しました。
　　当科が対象とする疾患は、狭心症・心不全・不整脈などの心疾患、大動脈瘤・閉塞性動脈硬化症などの血管
　疾患、慢性腎不全・ネフローゼ症候群などの腎疾患、高血圧症、糖尿病、高脂血症など極めて多岐にわたって
　います。
　　2005年度の主要検査・手術実績は別表のとおりです。
　循環器部門においては、冠動脈インターペンション（経皮的冠動脈形成術・ステント留置術）の件数が2004
年度の3件から2005年度の19件へと飛躍的に増加しました。この中には不安定狭心症に対する緊急インターペ
ンションが3件含まれており、例年よりも積極的にインターペンションに取り組んできた結果と言えます。た
だし当院の体制では夜間・休日の緊急インターペンションを施行することは困難ですので、今後も待機的イン
ターペンションを中心に、適応を慎重に検討しつつ積極的に取り組んでいく予定です。冠動脈インターペンショ
ンの増加に伴い、心臓カテーテル検査の件数も若干増加しました。また、ペースメーカー手術の件数も2004年
度の10件から2005年度の27件へと増加しました。
　2006年度からは、動脈硬化の状態を評価し、生活習慣病を予防・早期発見するための“さらさら健診”が始
まりました。さらさら健診で異常を指摘された方に対しては、冠動脈疾患のスクリーニングとして負荷心電図
検査（トレッドミル等）を行い、適応があれば心臓カテーテル検査施行を考慮していく方針です。
　腎臓部門は近隣の渡井医院の閉院に伴い、維持透析患者を約30名受け入れ、月・水・金の夜間透析を含めほ
ぼフル稼働となりました。春原医師も含めた5人体制で主治医分担しております。
　2005年度は透析シャント手術が17件で横ばい、透析シャントに対する経皮的血管形成術（PTA）も同じく
17件でした。検査実績としては腎生検が2004年度の5件から13件に増加、春原医師・田中医師によるところが
大きいと考えます。
　シャント・トラブルに関わるシャント造影を含あた「動静脈・シャント造影」が2004年度の54件から37件に
減少しています。これは体表面からの血管エコーにより狭窄の診断・血流量の評価が可能になったためと考え
られます。このため従来よりも侵襲が少なく、造影剤アレルギーのある方でも安全にシャントを評価できるよ
うになりました。生理検査部門の協力が必須ですが、今後は内シャントに対するPTAにもエコーを併用する
ことでより安全性の高い検査・治療を提供していく予定です。
　患者教育・啓蒙の立場から継続中の「腎臓病教室」は年間3回実施しています。ほぼ2年間で大きなテーマ
は網羅してきましたが、2006年度は過去に関心の高かった食事療法に関連した調理実習を予定しています。ま
たより少人数構成で病態に即した指導が可能な小教室についても検討中です。
○循環器・腎臓内科スケジュール
　第一月曜日
　　　療養病棟カンファレンス
　　　文献抄読会
　　　造影検査検討会
　第一以外の月曜日
　　　透析カンファレンス
　　　文献抄読会
　　　造影検査検討会
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文責　後藤　真彦
　　　青山　真也
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表2005年度主要検査・手術実績（症例数）
4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 計
心臓カテーテル検査 18 13 20 19 70
冠動脈インターペンション（PCI） 6 1 7 5 19
動静脈・シャント造影 11 10 3 ！3 37
動静脈インターベンション 0 0 1 1 2
シャント血管形成術 4 6 3 4 17
ペースメーカー手術 5 8 6 8 27
シャント手術 7 4 3 3 17
CAPD手術 2 3 1 2 8
腎生検 5 3 2 3 13
計 58 48 46 58 210
饗消化器科
○内視鏡室統計（消化器部門）
　　消化管内視鏡検査は、札幌医科大学機器診断部小林大介先生に出張いただいて、毎週木曜日午前に上部下部
　消化管の予約および臨時内視鏡検査を行っています。その他の曜日の臨時や緊急検査などには循環器科春原が
　可能な限り対応しています。
　　平成17年6月から内視鏡的胃ろう造設術が当院でも実施できるようになり、療養病床の患者様を中心として、
　栄養療法の要である経管栄養法の導入ならびに継続を容易にしているものと自負しております。
　　今年は対応できる消化管内視鏡総件数の増加と内視鏡スタッフの育成に努めたいと考えています。
文責　春原　伸行
上部消化管検査 191件
下部消化管検査 27件
大腸ポリペクトミー 7件
内視鏡的胃ろう造設（再増設含む） 26件
内視鏡的止血術（上部） 3件
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